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農家戸数  5,677戸
農地面積  4,274ha
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農地パトロールを実施しています。
本年も農業委員会では、農地利用状況調査（農地パトロール）を行っています。（詳しくは８ページへ）
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令
和
５
年
６
月
定
例
市
議
会
に
お

い
て
、
農
業
委
員
会
委
員
の
人
事
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
７
月

20
日
に
市
長
よ
り
19
名
が
農
業
委
員

と
し
て
の
辞
令
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
辞
令
交
付
後
に
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、会
長
に
「
濱
田　

香
」
氏
、

会
長
職
務
代
理
者
に
「
田
渕　

緑
」
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
開
催
さ

れ
、
48
名
が
農
業
委
員
会
よ
り
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業

委
員
会
総
会
に
お
け
る
議
決
権
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
農
地
利
用
最
適

化
の
現
場
活
動
を
農
業
委
員
と
協
力
し

て
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
７
月
28
日
に
は
、
県
農
業

会
議
よ
り
講
師
を
招
い
て
、
農
地
法
等

の
各
種
法
令
や
農
地
利
用
最
適
化
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
新
任
委
員
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
の
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
は
、

令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

農
業
委
員
会
の
活
動
に
関
し
ま
し

て
、
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
、
農
村
を
取
り
ま
く
環
境
は

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
等
に

よ
る
労
働
力
の
減
少
に
よ
り
遊
休
農

地
の
発
生
や
そ
れ
に
伴
う
農
作
物
の

鳥
獣
被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
本
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
８
月
の
台
風
な
ど
、
気
候
変

動
に
よ
る
突
発
的
な
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
、急
激
な
為
替
の
変
動
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
肥
料
原
料
、
飼
料
穀

物
な
ど
の
資
源
価
格
の
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
農
業
経
営
は
厳
し
さ
が
増

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
農

業
委
員
会
で
は
主
た
る
任
務
と
し

て
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を
進
め

る
と
と
も
に
、
農
地
を
将
来
に
わ
た

り
農
地
と
し
て
引
き
継
ぐ
た
め
、
各

地
域
に
お
い
て
話
し
合
い
を
進
め
な

が
ら
、
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に

市
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
10
年
後
の
地
域
内
の
個
々
の
農

地
を
誰
が
耕
作
す
る
の
か
見
通
し
を

つ
け
、
す
す
む
べ
き
農
業
の
方
向
を

定
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
る
話
し

合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

本
市
の
持
続
可
能
な
農
業
の
た

め
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
各
地
域

に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
会
の
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
農
業
委
員

19
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

48
名
の
新
た
な
構
成
で
７
月
20
日
よ

り
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
よ

り
、
農
業
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
助
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
農
業
委
員
会
体
制
の
お
知
ら
せ

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

鳥
取
市
農
業
委
員
会
会
長

濱　

田　
　
　

香

農業委員辞令交付式の様子

農地を活かし  担い手を応援する

毎月４回金曜日発行（月額 700円）
「全国農業新聞」は全国農業会議所
が発行する農業委員会系統組織の
情報紙です。
◎購読申込：農業委員会事務局に
お問い合わせください。
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農　業　委　員　紹　介（19名）

※各委員のお問い合わせ先は農業委員会事務局まで

小林　光徳
豊実・明治

小林　照美
社・用瀬・大村

建部　憲二
神戸・大和・美穂

砂川　重雄
鹿野・勝谷・小鷲河

山田　準二
谷・宮下・あおば

石谷　　隆
逢坂・浜村・日置谷

藏内　敏博
久松・醇風・遷喬・
修立・日進・明徳・
富桑・城北・稲葉山・
岩倉・美保・浜坂

山本　暁子
大茅・成器

河毛　早苗
河原・国英

下田　義男
米里・津ノ井

川上　信温
末恒・賀露・湖山・

千代水

岩永　正司
面影・倉田

福安　　修
佐治町一区～
佐治町四区

竹森　　潔
日置・勝部・中郷・

青谷

柳田　和廣
瑞穂・酒津・宝木

中村　　精
大正・東郷

福田淳一郎
松保・大郷・吉岡

田渕　　緑
八上・散岐・西郷

濱田　　香
福部

氏
名
の
下
段
は
担
当
区
域
で
す

会
長
職
務
代
理
者

会
長
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農地利用最適化推進委員紹介（48名）
氏名の下段は担当区域です

※各委員のお問い合わせ先は農業委員会事務局まで

宮本　計温
明治

村上　文夫
賀露・千代水（江津・
晩稲・南隈）・秋里

吉永　昇平
大茅

前田　　洋
大正

佐々木文仁
末恒・千代水（南安
長一丁目～三丁目・
緑ヶ丘一丁目～
三丁目）

山脇　　隆
成器

内田洋之助
東郷

森　　清美
松保

山本　良文
谷（山根・神垣・清水・
岡益・谷・玉鉾・糸谷）

森本　寿夫
美穂

福田　幸司
大郷

福田　克彦
宮下（庁・中郷・国
分寺・法花寺・宮下・
奥谷・奥谷一丁目～
三丁目）・あおば

猪口　洋司
神戸

木浪　哲夫
吉岡

福田　　明
谷（高岡・麻生）・
宮下（美歎・広西・
町屋・三代寺）

有田　　裕
大和

山岡　　茂
豊実

山根　一美
湖山・千代水（徳吉・
安長・五反田町・
商栄町・千代水一丁
目～四丁目）

山根　昌博
米里

竹内　七郎
倉田

有本　知勝
面影・津ノ井

安場　　信
稲葉山・岩倉

川島　　忍
久松・醇風・遷喬・
修立・日進・明徳・
富桑・城北・浜坂

太田　　忍
美保
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農地利用最適化推進委員紹介（48名）
氏名の下段は担当区域です

※各委員のお問い合わせ先は農業委員会事務局まで

山下　増治
佐治町一区・
佐治町四区

小林　　洋
小鷲河

田中　篤志
日置谷

小谷　　章
佐治町二区・
佐治町三区

藤本　武夫
宝木（上光・下光元・
常松・冨吉・
宝木（駅南））

大石　剛史
勝部・青谷

西村　　勝
用瀬（用瀬）・大村

浜辺　信康
浜村（新町一丁目～
三丁目・北浜一丁目
～三丁目・八幡・
下原・八束水）

井上　智朗
中郷・勝部

池本　和明
社・用瀬（別府）

角田　　完
逢坂

五十畑　隆
日置

山口　晃博
散岐

田中　清晴
浜村（浜村・勝見）・
酒津・宝木（宝木（駅
北）・奥沢見）

橋本　和夫
鹿野

木下　嘉広
西郷（牛戸・湯谷・
小畑・弓河内・北村）

居川　春好
瑞穂

谷口　和人
勝谷

梶川　和生
国英

荻原　　誠
河原

大谷　太志
八上

漆原　清志
西郷（中井・本鹿・
小河内・神馬）

平林　秀庸
左近・久志羅・中・
蔵見・南田・栗谷・
八重原・箭渓

谷口　泰彦
高江・湯山・海士・
細川・岩戸
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農地の利用意向に関する
アンケート調査にご協力お願いします

　10～ 11月に、農地の所有者・耕作者の方に対して今後の農地の利用意向を確認
するアンケートを送付します。

※今後の地域農業を考える上で重要となりますので、ご協力ください。

　農業経営基盤強化促進法の一部改正により、令和５年４月から地域農業の将来のあり方を示し
た「人・農地プラン」から「地域計画」に名称が変わり、新たに市町村が「目標地図」を
作成することとなりました。
　それに伴い農業委員会は「目標地図の素案」を作成します。「目標地図の素案」は、農地
の所有者・耕作者の意向等を踏まえて作成するため、アンケート調査を実施することになりました。

　・アンケート依頼文　※裏面に地域計画・目標地図のチラシ
　・回答用紙（裏表1枚）
　・返信用封筒

　・返信用封筒に回答用紙（裏表1枚）を封入して郵送してください。

問４　おおむね10年後の農業経営の予定について教えてください。 回答欄

１．規模拡大したい　　２．現状維持　　３．規模縮小したい

４．農業をやめたい、または既に農業をやめている
２

※目標地図とは、将来（10年後）の農業のあり方や、地域の農地の効率的かつ総合的な利用を図るために
誰がどの農地を利用していくのかを一筆ごとに定めた地図です。

【問い合わせ先】　鳥取市農業委員会事務局　☎ 0857－30－8481
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農
家
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り

農
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
希

望
の
方
は
、
事
前
に
最
寄
り
の
農
業
委

員
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）、
Ｊ
Ａ
鳥

取
い
な
ば
各
支
店
（
鳥
取
地
域
）、
各

総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

内
容　

農
地
の
売
買
、
貸
借
、
転
用
、

農
業
者
年
金　

な
ど

と　

き

と
こ
ろ

11
月
１
日
（
水
）Ｊ
Ａ
鳥
取
支
店

11
月
２
日
（
木
）Ｊ
Ａ
邑
美
支
店

11
月
６
日
（
月
）Ｊ
Ａ
高
草
支
店

11
月
７
日
（
火
）Ｊ
Ａ
せ
ん
だ
い
支
店

11
月
８
日
（
水
）Ｊ
Ａ
湖
東
支
店

11
月
10
日
（
金
）Ｊ
Ａ
湖
南
支
店

11
月
13
日
（
月
）
国
府
町
総
合
支
所

11
月
14
日
（
火
）
福
部
町
総
合
支
所

11
月
15
日
（
水
）
河
原
町
総
合
支
所

11
月
17
日
（
金
）
用
瀬
町
総
合
支
所

11
月
20
日
（
月
）
佐
治
町
総
合
支
所

11
月
21
日
（
火
）
気
高
町
総
合
支
所

11
月
24
日
（
金
）
鹿
野
町
総
合
支
所

11
月
27
日
（
月
）
青
谷
町
総
合
支
所

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〜
減
容
化
施
設
の
ご
紹
介
〜

　

鳥
取
市
で
は
、
国
府
町
岡
益
に
あ
る

旧
国
府
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
物

を
利
用
し
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
鳥

取
市
鳥
獣
減
容
化
施
設
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
当
施
設
で
は
、
農
作
物
に
多
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等

を
狩
猟
者
が
有
害
捕
獲
し
、
そ
の
個
体

を
処
理
し
て
い
ま
す
。処
理
機
の
中
で
、

微
生
物
、
水
及
び
お
が
く
ず
を
混
ぜ
た

後
に
、
個
体
を
入
れ
て
撹
拌
し
醗
酵
さ

せ
ま
す
。
１
日
約
240
㎏
の
個
体
を
水
と

二
酸
化
炭
素
に
分
解
処
理
す
る
、
焼
却

施
設
に
代
わ
る
環
境
に
や
さ
し
い
施
設

で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
イ
ノ
シ
シ
639
頭
、

シ
カ
1315
頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
125
頭
、
カ
ラ

ス
170
羽
等
を
処
理
し
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中

◇
利
用
意
向
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
農
地
法
に

基
づ
い
て
行
う
「
利
用
状
況
調
査
」（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
月
か
ら
10
月
を
重
点

期
間
に
定
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
「
現
地

確
認
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
農

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
担
当
区
域
ご
と
に
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
①
地
域
の
農

地
利
用
の
確
認
、
②
遊
休
農
地
の
実
態

把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
③
違
反
転

用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見
に
つ
い
て

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
後
に
は
「
遊
休
農
地
」、

「
耕
作
者
が
不
在
又
は
不
在
と
な
る
こ

と
が
確
実
な
農
地
」
の
所
有
者
等
の
皆

様
に
対
し
て
、毎
年
「
利
用
意
向
調
査
」

を
実
施
し
、
農
地
の
利
用
意
向
を
確
認

し
ま
す
。

◇「
利
用
意
向
調
査
」
と
は
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
で
把
握
し
た
遊
休
農
地
等

に
つ
い
て
、
農
地
法
に
基
づ
き
、
所

有
者
等
の
皆
様
が
今
後
、
農
地
の
利

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
向
を
お

持
ち
な
の
か
確
認
す
る
も
の
で
す
。

利
用
意
向
調
査
の
回
答
を
踏
ま
え
、

農
地
の
貸
し
付
け
、
利
用
調
整
と
有

効
利
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

　

改
選
に
よ
り
、
鳥
取
市
農
業
委
員
会
が
新

た
な
体
制
に
移
行
し
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

の
編
集
も
新
し
い
体
制
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
活
動
や
地
域
農
業
の
情
報

を
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、
親
し

み
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
刊

行
は
、
令
和
６
年
４
月
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
一
同

○あなたの老後生活への備えは十分ですか？
○年金は家族一人ひとりについて準備することが
必要です。
○老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本
です。

※詳しい問い合わせは農業委員会事務局、ＪＡ各支店まで


